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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月24日(2012.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源であって、
　入力を第１の出力に変換するように設けられた第１の電力コンバータと、
　前記第１の電力コンバータ中に含まれる第１の変圧器の第１の一次巻線に結合されたク
ランプリセット回路とを備え、クランプリセット回路は、第１の電力コンバータの前記第
１の変圧器における磁化エネルギを低下させるように設けられ、さらに、
　クランプリセット回路に結合され、かつ入力を第２の出力に変換するように設けられた
第２の電力コンバータを備え、クランプリセット回路はさらに、前記第２の電力コンバー
タ中に含まれる第２の変圧器の第２の一次巻線であり、かつ第２の電力コンバータの素子
上の電圧を制限するように設けられ、
　クランプリセット回路は、
　第１の電力コンバータおよび第２の電力コンバータから受取ったエネルギを蓄積するよ
うに結合されたキャパシタと、
　第１の電力コンバータおよび第２の電力コンバータから受取ったエネルギがしきい値を
超えることを防止するように結合されたツェナーダイオードとを含み、前記ツェナーダイ
オードはキャパシタ上の電圧を制限する、電源。
【請求項２】
　第１の電力コンバータが電源切断されている間、第２の電力コンバータは電源投入され
たままとなるように配列される、請求項１に記載の電源。
【請求項３】
　第１の電力コンバータはさらに、ユーザの指示に応答して遮断されるように配列され、
前記ユーザの指示は第２の電力コンバータを遮断させない、請求項１に記載の電源。
【請求項４】
　第１の出力は、第１の出力電圧および第１の出力電流のうち少なくとも一方または両方
である、請求項１に記載の電源。
【請求項５】
　第２の出力は、第２の出力電圧および第２の出力電流のうち少なくとも一方または両方
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である、請求項１に記載の電源。
【請求項６】
　クランプリセット回路はさらに、
　第１の電力コンバータおよび第２の電力コンバータから受取ったエネルギを蓄積するよ
うに設けられたキャパシタと、
　キャパシタに結合されたツェナーダイオードとを含み、ツェナーダイオードは、第１の
電力コンバータおよび第２の電力コンバータから受取ったエネルギがしきい値を超えるこ
とを防止するように設けられ、ツェナーダイオードは、キャパシタ上の電圧を制限する、
請求項１に記載の電源。
【請求項７】
　第１の電力コンバータはさらに、２スイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を含む、
請求項１に記載の電源。
【請求項８】
　２スイッチ順方向コンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの第１の
端部はクランプリセット回路に結合される、請求項７に記載の電源。
【請求項９】
　第１の電力コンバータはさらに、シングルスイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を
含む、請求項１に記載の電源。
【請求項１０】
　シングルスイッチ順方向コンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの
第１の端部はクランプリセット回路に結合される、請求項９に記載の電源。
【請求項１１】
　第２の電力コンバータはさらに、フライバックコンバータ構成の回路構成を含む、請求
項１に記載の電源。
【請求項１２】
　フライバックコンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの第１の端部
はクランプリセット回路に結合される、請求項１１に記載の電源。
【請求項１３】
　クランプリセット回路の素子は第１の電力コンバータに含まれる、請求項１に記載の電
源。
【請求項１４】
　クランプリセット回路の素子は第２の電力コンバータに含まれる、請求項１に記載の電
源。
【請求項１５】
　電源における磁束を管理するための方法であって、
　入力を第１の出力に変換するように設けられた第１の電力コンバータに電源投入するス
テップと、
　第１の電力コンバータの変圧器における磁化エネルギを低下させるように設けられたク
ランプリセット回路に電源投入するステップと、
　入力を第２の出力に変換するように設けられた第２の電力コンバータに電源投入するス
テップとを含み、クランプリセット回路はさらに、第２の電力コンバータの素子上の電圧
を制限するように設けられ、
　クランプリセット回路は、
　第１の電力コンバータおよび第２の電力コンバータから受取ったエネルギを蓄積するよ
うに結合されたキャパシタと、
　第１の電力コンバータおよび第２の電力コンバータから受取ったエネルギがしきい値を
超えることを防止するように結合されたツェナーダイオードとを含み、前記ツェナーダイ
オードはキャパシタ上の電圧を制限する、方法。
【請求項１６】
　第１の電力コンバータが電源切断されている間、第２の電力コンバータは電源投入され
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たままとなるように配列される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ユーザの指示に応答して、第１の電力コンバータは電源切断され、第２の電力コンバー
タは電源投入されたままとなるように配列される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　第１の電力コンバータがユーザの指示に応答して電源切断されている間、第２の電力コ
ンバータは電源投入されたままである、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　第１の出力は、第１の出力電圧および第１の出力電流のうち少なくとも一方または両方
である、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　第２の出力は、第２の出力電圧および第２の出力電流のうち少なくとも一方または両方
である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　第１の電力コンバータは、２スイッチ順方向コンバータ構成で配列される、請求項１５
に記載の方法。
【請求項２２】
　２スイッチ順方向コンバータ構成の受動スイッチの第１の端部をクランプリセット回路
に結合するステップをさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　第１の電力コンバータは、シングルスイッチ順方向コンバータ構成で配列される、請求
項１５に記載の方法。
【請求項２４】
　シングルスイッチ順方向コンバータ構成の受動スイッチの第１の端部をクランプリセッ
ト回路に結合するステップをさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　第２の電力コンバータは、フライバックコンバータ構成で配列される、請求項１５に記
載の方法。
【請求項２６】
　フライバックコンバータ構成の受動スイッチの第１の端部をクランプリセット回路に結
合するステップをさらに含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　クランプリセット回路の素子は第１の電力コンバータに含まれる、請求項１５に記載の
方法。
【請求項２８】
　クランプリセット回路の素子は第２の電力コンバータに含まれる、請求項１５に記載の
方法。
【請求項２９】
　電源における磁束を管理するための方法であって、
　入力を第１の出力に変換するように設けられた第１の電力コンバータに入力を結合する
ステップと、
　クランプリセット回路を第１の電力コンバータに結合するステップとを含み、クランプ
リセット回路は、第１の電力コンバータの変圧器における磁化エネルギを低下させるよう
に設けられ、さらに、
　第２の電力コンバータをクランプリセット回路に結合するステップを含み、第２の電力
コンバータは、入力を第２の出力に変換するように設けられ、クランプリセット回路はさ
らに、第２の電力コンバータの素子上の電圧を制限するように設けられる、方法。
【請求項３０】
　第１の電力コンバータは、２スイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を含む、請求項
２９に記載の方法。
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【請求項３１】
　２スイッチ順方向コンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの第１の
端部はクランプリセット回路に結合される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　第１の電力コンバータはさらに、シングルスイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を
含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　シングルスイッチ順方向コンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの
第１の端部はクランプリセット回路に結合される、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　第２の電力コンバータはさらに、フライバックコンバータ構成の回路構成を含む、請求
項２９に記載の方法。
【請求項３５】
　フライバックコンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの第１の端部
はクランプリセット回路に結合される、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　第２の電力コンバータはさらに、２スイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を含む、
請求項２９に記載の方法。
【請求項３７】
　第２の電力コンバータはさらに、シングルスイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を
含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３８】
　第２の電力コンバータはさらに、２スイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を含む、
請求項１に記載の電源。
【請求項３９】
　２スイッチ順方向コンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの第１の
端部はクランプリセット回路に結合される、請求項３８に記載の電源。
【請求項４０】
　第２の電力コンバータはさらに、シングルスイッチ順方向コンバータ構成の回路構成を
含む、請求項１に記載の電源。
【請求項４１】
　シングルスイッチ順方向コンバータ構成はさらに受動スイッチを含み、受動スイッチの
第１の端部はクランプリセット回路に結合される、請求項４０に記載の電源。
【請求項４２】
　クランプリセット回路は入力の第１の端子に結合され、第１の端子は、入力の第２の端
子に対して正の極性を有する、請求項１に記載の電源。
【請求項４３】
　第２の電力コンバータは、２スイッチ順方向コンバータ構成で配列される、請求項１５
に記載の方法。
【請求項４４】
　２スイッチ順方向コンバータ構成の受動スイッチの第１の端部をクランプリセット回路
に結合するステップをさらに含む、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　第２の電力コンバータは、シングルスイッチ順方向コンバータ構成で配列される、請求
項１５に記載の方法。
【請求項４６】
　シングルスイッチ順方向コンバータ構成の受動スイッチの第１の端部をクランプリセッ
ト回路に結合するステップをさらに含む、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　クランプリセット回路を入力の第１の端子に結合するステップをさらに含み、第１の端
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子は、入力の第２の端子に対して正の極性を有する、請求項１５に記載の方法。
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